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国
民
健
康
保
険
の
健
全
な
運
営
の

た
め
、
財
源
と
な
る
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

《
軽
減
対
象
と
な
る
範
囲
を
拡
大
》

　
世
帯
の
被
保
険
者
の
合
計
所
得（
国

民
健
康
保
険
に
未
加
入
の
世
帯
主
の

所
得
を
含
む
）が
一
定
基
準
以
下
の
場

合
、
所
得
に
応
じ
て
均
等
割
と
平
等

割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
下
記
参
照
）

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
課
　
保
険
税
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
３

７
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
が
変
わ
り
ま
す

　内子町内で使える「暮らし応援商品券」の取扱
店舗を募集します。この商品券は、エネルギーや
食料品などの物価高騰の影響を受けている課税世
帯を対象に発行します。
●参加資格　町内に事業所や店舗などを有する法
　人または個人事業主
●申込方法　募集要項に同意の上、「取扱店舗登
　録申込書」を申込先に提出してください。詳細
　の確認や申込書の入手は内子町のホームページ
　できます。
●申込先　企画情報課、町並・地域振興課、小田支所
●申込期限　６月20日（金）
※期限までに申し込みがあった店舗は、商品券発
　送時に同封する「取扱店舗一覧チラシ」に掲載
　します。期限後も申し込みできますが、その場
　合は町のホームページにのみ掲載します。
●商品券の種類　商品券１冊（500円券× 30枚）
　は、地域応援券（20枚）と共通券（10枚）の２種

　類で、それぞれ次の店舗で使用できます。
▷地域応援券　スーパー、ドラッグストア、ホーム
　センターなどを除く取扱店舗で使用可能
▷共通券　全ての取扱店舗で使用可能
●使用期間　８月１日（金）～ 11月30日（日）
●その他
▷登録料や商品券換金手数料は無料です。
▷店舗（事業所）が複数ある場合は、店舗ごとに
　申し込みが必要です。
▷必要な備品は登録完了後に郵送します。
▷商品券の配布方法などは、改めてお知らせし
　ます。
　１３３６４９
【問い合わせ】

○町並・地域振興課　商工観光班
☎０８９３（４４）２１１８
○企画情報課　総合調整係
☎０８９３（４４）６１５１

軽減割合 ６年度 ７年度

７割軽減 所得≦ 43万円 変更なし

５割軽減
所得≦ 43万円＋ 29.5万円×被保険者数
　　　+10万円×（給与所得者数－１）

所得≦ 43万円＋ 30.5万円×被保険者数
　　　+10万円×（給与所得者数－１）

２割軽減
所得≦ 43万円＋ 54.5千円×被保険者数
　　　+10万円×（給与所得者数－１）

所得≦ 43万円＋ 56万円×被保険者数
　　　+10万円×（給与所得者数－１）

●軽減の対象となる所得

※被保険者には、同じ世帯で国民健康保険から後期高齢者医療へ移行した人（特定同一世帯所属者）も含みます。

【内子町暮らし応援商品券】【内子町暮らし応援商品券】のの取扱店舗取扱店舗をを募集募集しますします

ＩＤ

区分 医療保険分 後期高齢者
支援金分 介護保険分

所得割 8.1％（－0.1％） 3.0％（＋0.5％） 2.2％（＋0.5％）

資産割 12.8％（－6.4％） 4.1%（－2.1％） 4.0％（－2.0％）

均等割
／ 1人

3万円
（変更なし）

1万円
（＋500円）

9,200円
（＋200円）

平等割
／世帯

2万円
（－1,000円）

8,000円
（＋1,500円）

5,500円
（＋1,000円）

課　税
限度額

66万円
（＋1万円）

26万円
（＋２万円）

17万円
（変更なし）

●７年度の税率　※（　）は前年度比
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●
届
出
場
所
　
住
民
課
、
内
子
総
合

　
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
小
田
支
所

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
　
戸
籍
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

　
改
正
戸
籍
法
が
７
年
５
月
26
日
に

施
行
さ
れ
、
戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮

名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
本
籍
地
の
市
区
町
村
か
ら
、
記

載
さ
れ
る
振
り
仮
名
が
通
知
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
通
知
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
届
け
出

は
無
料
で
、
通
知
内
容
が
正
し
い
場

合
は
、手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る

氏
名
の
振
り
仮
名
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　まちの歴史や文化に触れ、興味・関心を育む講
座「ふるさと学のススメ」を実施します。親子や学
生の参加も大歓迎です。
　本年度第１回は、愛媛大学教授の村上恭

やすゆき

通さん
を講師に迎え、旧内子・五十崎・小田町で発掘さ
れた出土遺物を「まちの宝」として後世に残して
いくために、今できることを学びます。

●日時　６月７日（土）午後１時30分～
●場所　内子自治センター
●申込期限　開講日の前日まで
【申込・問い合わせ】
内子町教育委員会　自治・学習課　生涯学習係
☎０８９３（４４）２１１４
　 gakusyujichi-s@town.uchiko.ehime.jp

　
保
護
者
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
教
科

書
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
８
年
度
に
小
・
中
学
校
で
使
用

す
る
教
科
書
の
見
本
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
法
定
展
示
期
間
　
６
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
17
日（
火
）

●
展
示
時
間
　
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
～
午
後
６
時

●
場
所
　
図
書
情
報
館

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
４

小
・
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
を

図
書
情
報
館
で
見
ら
れ
ま
す

地域の歩みを深掘りして、魅力を再発見

内子町内子町ふるさと学のススメふるさと学のススメ
受講
無料

▶
展
示
し
て
い
る
教
科
書
の
一
例

詳
細
は
法
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼
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生
、
専
門
学
校
生
お
よ
び
卒
業
後

　
３
年
ま
で
の
人

●
参
加
企
業
　
内
子
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
随
時
掲
載
し
ま
す
。

　
１
４
３
３
２
１

●
入
場
料
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

町
並
・
地
域
振
興
課
　
商
工
観
光
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

　
地
元
で
働
き
た
い
若
者
の
雇
用
拡

大
を
目
指
し
て
、
大
洲
・
内
子
地
域

合
同
の
企
業
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

地
域
の
企
業
や
業
種
へ
の
理
解
を
深

め
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
６
月
27
日（
金
）
午
後
１

　
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所
　
マ
リ
エ
ー
ル
大
洲

●
対
象
　
高
校
２
・
３
年
生
、
大
学

地
元
で
就
職
し
た
い
若
者
に
向
け
た

合
同
企
業
説
明
会
を
開
き
ま
す ●

場
所
　
町
民
会
館

●
対
象
者
　
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い

　
て
相
談
を
希
望
す
る
内
子
町
在
住

　
の
保
護
者

●
申
込
方
法
　
①
参
加
者
の
氏
名
、

　
②
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
③
電
話
番

　
号
、
④
子
ど
も
の
性
別
・
年
齢
、

　
⑤
相
談
し
た
い
内
容
を
、
電
話
か

　
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　各
開
催
日
の
１
週
間
前

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

発
達
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
２
３
）
９
２
５
５

　hattatsu-shien@
tow

n.uchiko.

　ehim
e.jp

　
ペ
ア
レ
ン
ト
・
メ
ン
タ
ー
と
は
、
発

達
障
が
い
児（
者
）
の
子
育
て
経
験

者
で
、
子
ど
も
の
発
達
に
悩
ん
で
い

る
親
を
支
援
す
る
人
で
す
。

　
親
の
立
場
で
話
を
聞
く
、
自
分
の

経
験
を
伝
え
る
な
ど
、
専
門
機
関
と

は
違
う
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
る
の
で
、
日
常
の

心
配
事
な
ど
を
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
開
催
日

▽
第
１
回
　
６
月
18
日（
水
）

▽
第
２
回
　
10
月
８
日（
水
）

▽
第
３
回
　
８
年
２
月
４
日（
水
）

●
時
間
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

同
じ
悩
み
を
持
つ
親
と
、
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

ペ
ア
レ
ン
ト
・
メ
ン
タ
ー
相
談
会

　

《納める方法》
●特別徴収　年金額が年額18万円以上の人は、偶
　数月に支払われる年金から天引きされます。
●普通徴収　次の人は口座振替か納付書で納めます。
　①年金額が年額18万円未満、②年度途中で65歳

　になった、③税の修正申告で所得段階が変
　更した、④他市町村から転入した　など
【問い合わせ】
保健福祉課　介護保険係
☎０８９３（４４）６１５４

７年度の介護保険料（65歳以上）のお知らせ

区分 対　象 保険料

１
生活保護を受けている

25,600円本
人
が
住
民
税
非
課
税

世帯全員が
住民税非課税

・老齢福祉年金を受けている
・前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万9千円以下

２ 前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万9千円を超え120万円以下 43,600円
３ 前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が120万円を超える 61,600円
４ 世帯に住民税

課税者がいる
前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万9千円以下 81,000円

５ 前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万9千円を超える 90,000円
６

本人が住民税課税

前年の合計所得金額が120万円未満 108,000円
７ 前年の合計所得金額が120万円以上210万円未満 117,000円
８ 前年の合計所得金額が210万円以上320万円未満 135,000円
９ 前年の合計所得金額が320万円以上420万円未満 153,000円
10 前年の合計所得金額が420万円以上520万円未満 171,000円
11 前年の合計所得金額が520万円以上620万円未満 189,000円
12 前年の合計所得金額が620万円以上720万円未満 207,000円
13 前年の合計所得金額が720万円以上 216,000円

《７年度の介護保険料表（年額）》

――将来、介護が必要になるときのため、必ず納めましょう

ＩＤ
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同
じ
悩
み
を
持
つ
親
と
、
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

ペ
ア
レ
ン
ト
・
メ
ン
タ
ー
相
談
会

　

コラム＊ねんきん瓦版

　「ねんきんネット」は、自分の年金に関する情
報の確認や手続きができるサービスです。パソ
コンやスマートフォンから24時間いつでも利用
できます。
●「ねんきんネット」でできること
▷自分の年金記録の確認
▷将来受け取る年金の見込み額の試算
▷電子版「ねんきん定期便」の確認
▷年金振込通知書などの通知の確認
▷年金保険料の納付　など
●利用方法
　次の２つの方法があります。いずれも手続き
にメールアドレスが必要です。
▷マイナンバーカードを持っている人
　マイナポータルにログインして、「年金」の項目
　からねんきんネットと連携してください。連携
　後は電子申請などのサービスも利用できます。

▷マイナンバーカードを持っていない人
　登録サイトで基礎年金番号を入力し、ユーザー
　ＩＤを取得して登録します。基礎年金番号は年
　金手帳や年金証書などで確認できます。毎年の
　誕生月に日本年金機構から送られる「ねんきん
　定期便」に記載されたアクセスキーを利用する
　と、簡単に登録できます。
※詳細は日本年金機構のホームページをご確認く
　ださい。

【問い合わせ】
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

年金の手続きや加入状況の確認は
いつでもどこでも「ねんきんネット」で

●
助
成
期
間

▽
父（
母
）
／
申
請
日
か
ら
子
が
20

　
歳
に
到
達
し
た
日
ま
で（
婚
姻
し

　
た
場
合
は
婚
姻
し
た
日
ま
で
）

▽
児
童
／
20
歳
未
満（
社
会
保
険
の

　
被
保
険
者
は
対
象
外
）

●
受
給
手
続
き
　
対
象
者
全
員
の
保

　
険
情
報
が
確
認
で
き
る
も
の
、
資

　
格
証
明
書
な
ど
を
持
っ
て
申
請

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

こ
ど
も
支
援
課
　
児
童
福
祉
係

☎
０
８
９
３
（
２
３
）
９
２
５
５

《
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
》

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を

　
受
け
て
い
る
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級

▽
療
育
手
帳
判
定
Ａ

▽
療
育
手
帳
判
定
Ｂ（
中
度
）
と
身

　
体
障
害
者
手
帳
３
～
６
級

●
助
成
期
間
　
申
請
日
か
ら
助
成
さ

　
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年
ご
と
に

　
更
新
が
必
要
で
す
。

●
受
給
手
続
き
　
保
険
情
報
が
確
認

　
で
き
る
も
の
、
障
害
者
手
帳
な
ど

　
を
持
っ
て
申
請

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課
　
障
が
い
者
福
祉
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　
内
子
町
で
は
該
当
者
が
医
療
機
関

で
診
療
を
受
け
た
場
合
、
医
療
費
の

本
人
負
担
分
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

《
子
ど
も
医
療
費
助
成
》

●
対
象
　
内
子
町
に
住
所
が
あ
り
、

　
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
児
童
。

　
ま
た
は
保
護
者
の
住
所
が
内
子
町

　
に
あ
り
、
児
童
の
み
進
学
の
た
め

　
町
外
に
住
所
が
あ
る
人

●
助
成
期
間
　
出
生
日
か
ら
18
歳
に

　
な
り
迎
え
る
最
初
の
年
度
末
ま
で

●
受
給
手
続
き
　
保
険
情
報
が
確
認

　
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
申
請

《
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
》

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　
る
家
庭

▽
配
偶
者
の
い
な
い
父（
母
）
が
子

　
を
養
育

▽
配
偶
者
の
い
な
い
祖
父（
祖
母
）

　
が
孫
を
養
育

▽
配
偶
者
の
い
な
い
兄（
姉
）
が
弟

　
妹
を
養
育

●
資
格
条
件
　
次
の
①
～
③
全
て
に

　
該
当
す
る
家
庭

①
原
則
、
父（
母
）
を
被
保
険
者
と

　
す
る
同
一
の
健
康
保
険
に
加
入

②
前
年
の
所
得
税
が
非
課
税

③
家
庭
主
が
児
童
を
監
護
し
、
生
計

　
を
維
持

内
子
町
の
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

詳しい手続き方法などをこち
らから確認できます▶
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の
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者
　
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医

　
療
の
被
保
険
者（
75
歳
以
上
の
人
、

　
ま
た
は
65
～
74
歳
で
一
定
の
障
が

　
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人
）

●
無
料
期
間
　
７
年
６
月
２
日（
月
）

　
～
８
年
２
月
28
日（
土
）

※
治
療
行
為
を
行
う
場
合
は
有
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
業
課
保
健
事
業
係

☎
０
８
９
（
９
１
１
）７
７
３
９

　
６
月
１
日
～
７
日
は「
愛
媛
県
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
啓
発
週
間
」
で
す
。

八
幡
浜
保
健
所
で
は
、
無
料
の
エ
イ

ズ
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
匿
名

で
受
診
で
き
る
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
毎
週
月
曜
日
の
午
前
10
時

　
～
11
時（
休
日
は
除
く
）

●
場
所
　
八
幡
浜
保
健
所

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※
検
査
は
陰
性
の
場
合
、
30
分
程
度

　
で
結
果
が
出
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

八
幡
浜
保
健
所
　
感
染
症
対
策
係

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

　
Ｂ
、
刑
務
Ｂ（
武
道
）
／
平
成
８

　
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月
１

　
日
生
ま
れ
の
人

②
刑
務
Ａ（
社
会
人
）、
刑
務
Ｂ（
社

　
会
人
）
／
昭
和
60
年
４
月
２
日
～

　
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
試
験
日

▽
１
次
試
験
　
９
月
21
日（
日
）

▽
２
次
試
験
　
10
月
23
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
～
29
日（
水
）

※
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
次
の
申
込
サ
イ
ト
か

　
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間
　
７
月
11
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
24
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】

松
山
刑
務
所
庶
務
課

☎
０
８
９
（
９
６
４
）
３
３
５
５

　
無
料
の
歯
科
口
腔
健
診
を
行
い
ま

す
。
お
口
の
健
康
は
、
食
事
や
会
話

を
楽
し
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
全
身

　
愛
媛
県
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
実
務
研
修
受
講
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
日
　
10
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～

●
試
験
会
場
　
ア
イ
テ
ム
え
ひ
め

●
受
験
資
格
　
医
師
・
保
健
師
・
看
護

　
師
・
介
護
福
祉
士
の
実
務
経
験
が

　
５
年
か
つ
９
０
０
日
以
上
の
人
な
ど

●
受
験
料
　
１
万
６
０
０
円

●
申
込
期
間
　
６
月
12
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
～
７
月
11
日（
金
）

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
６
月

　
12
日（
木
）
か
ら
各
市
町
の
社
会

　
福
祉
協
議
会
な
ど
で
配
布
す
る
受

　
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
８
９
（
９
２
１
）５
１
４
０

●
試
験
区
分
／
受
験
資
格

①
刑
務
Ａ
、
刑
務
Ａ（
武
道
）、
刑
務

　
７
年
度
県
民
総
合
文
化
祭
の
総
合

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
表
紙
に
使
用
す
る
原

画
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な

た
の
作
品
で
愛
媛
の
文
化
の
祭
典
を

盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
。
採
用
者
に
は

表
彰
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者
　
愛
媛
県
在
住
ま
た
は
出

　
身
の
人

●
応
募
期
限
　
７
月
11
日（
金
）

※
詳
し
く
は
愛
媛
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
文
化
振
興
課

☎
０
８
９
（
９
０
７
）５
２
２
２

社
会
を
支
え
る
力
に

刑
務
官
採
用
試
験
を
実
施

あ
な
た
の
作
品
を
県
民
総
合

文
化
祭
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

全
身
の
健
康
は
お
口
か
ら

高
齢
者
の
歯
科
口
腔
健
診

無
料
・
匿
名
で
受
診
で
き
る

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
実
施
中

前年度の総合プログラム

集

募

介
護
を
支
え
る
プ
ロ

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
ろ
う

知

ら

せ

お

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
▼

こ
ち
ら
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
み
▼

応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら
確
認
▼
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介
護
を
支
え
る
プ
ロ

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
ろ
う

　愛媛大学と連携して、まちづくりにつながる講座を
開いています。文化と社会の多様な関係を学び、私た
ちの暮らしを振り返ってみませんか。
●場所　内子自治センター
●時間　午後７時～８時30分
※第７回のみ午後１時～３時30分
●受講料　各講座500円（高校生は無料）

※興味のある講座のみの受講もできます。全６回の講
　座を受講できる年会費（2,000円）もあります。
※ライブ配信で受講したい人は事前にお申し込みください。
【申込・問い合わせ】
内子町教育委員会　自治・学習課（内子分庁内）
☎０８９３（４４）２１１４
　 gakusyujichi-s@town.uchiko.ehime.jp

知ればもっとまちが好きになる――気軽に文化講座

コミュニティ・カレッジコミュニティ・カレッジ in内子のご案内

《第１回講座　実施リポート》私たちが生きた証「文化」を、後世へ残すことの意義とは――

　第１回の講座は５月22日、「人口減少社会と文化とまちづくり」をテー
マに開催。講師の社会共創学部教授・井口梓

あずさ

さんが、内子町での16年間
の調査活動に触れ「文化の記録は、地域の価値に気付かせてくれる。住民
との対話から、その地にしかない残し方を探すことが重要」と語りました。

受講者の声 「私も住民として、楽しみながら地域の文化を探してみたい」

「高校にはない学びがあり、もっと地域を知りたくなった」

﹁
人
口
減
少
が
進
む
今
︑
地
域
社
会
の

大
き
な
転
換
期
に
あ
る
﹂と
井
口
さ
ん

愛媛大学地域共創研究センター／気軽にコミュニティ・カレッジ in内子懇話会／内子町教育委員会　共催プロジェクト

支援者が関わる仕組みを整え、来館者が10倍となった博物館
を例に、文化を通じ仲間を増やす方法について意見交換します。

講師　三好清
せいちょう

超さん（飛騨市教育委員会課長補佐）

第６回：10月22日（水）第６回：10月22日（水）

関係人口と共働して博物館と飛騨市を未来へつなげる関係人口と共働して博物館と飛騨市を未来へつなげる

八日市・護国町並み保存地区を歩きながら、建築史的な特
色とともに、どこでも使える文化財の見方について話します。

講師　佐藤大
た い き

規さん（愛媛大学社会共創学部准教授）

第７回：11月15日（土）第７回：11月15日（土）

内子の町並みを歩いて文化財の見方・楽しみ方を知ろう！内子の町並みを歩いて文化財の見方・楽しみ方を知ろう！

全国の農山漁村を旅し、豊かな暮らしを模索し続けた宮本常
一。彼の写真を読み解き、地域の光の見出し方を探ります。

講師　高木泰
たいしん

伸さん（愛媛県立医療技術大学非常勤講師）

第４回：８月28日（木）第４回：８月28日（木）

民俗学者・宮本民俗学者・宮本常常
つねいちつねいち

一一の「まなざしの継承」の「まなざしの継承」

人口減少が進む地域で文化財を継承するため、担い手確保や
社会全体で支える体制づくりなどの課題と可能性を考えます。

講師　渡邉敬
ひろまさ

逸さん（愛媛大学社会共創学部准教授）

第５回：９月18日（木）第５回：９月18日（木）

人口減少下における文化財管理の課題と可能性人口減少下における文化財管理の課題と可能性

世界の産地から運ばれる食料。環境や食文化の持続にもつな
がるフードマイレージ（食料の輸送距離）について紹介します。

講師　松村暢
のぶひこ

彦さん（愛媛大学社会共創学部学部長）

第２回：６月12日（木）第２回：６月12日（木）

夕食から環境と社会を考える夕食から環境と社会を考える

元気で自立した生活を維持するため、体力測定で運動能力
を「見える化」し、無理なく続けられる健康対策を考えます。

講師　立岡光
こうりん

臨さん（愛媛大学社会共創学部助教）

第３回：７月17日（木）第３回：７月17日（木）

「見える」健康が「変わる」健康へ「見える」健康が「変わる」健康へ
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ＬＩＮＥ
内子町公式

はじめませんか

役立つ情報
をいち早く
お届け！

まずはこちらのＱＲコードから
友だち登録をお願いします！

ラ イ ン

広報紙に記載した　の数字を
内子町ホームページの「ページＩ
Ｄ検索」に入力すると、該当す
る記事の詳細が表示されます。

ページＩＤ検索機能
すぐに見つかる！　町ホームページの

ＩＤ

０１２３４５６

●
参
加
費
　
無
料

《
手
話
で
あ
そ
ぼ
う
！
》

●
日
時
　
７
月
28
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

●
定
員
　
20
人

●
内
容
　
歌
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な

　
が
ら
手
話
を
学
び
ま
す
。

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
方
法
　
７
月
18
日（
金
）
ま

　
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
手
話
サ
ー
ク
ル
内
の
子

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

　
労
働
委
員
会
は
公
正
・
中
立
的
な

立
場
で
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
図

る
専
門
機
関
で
す
。
パ
ワ
ハ
ラ
や
突

然
の
解
雇
な
ど
労
使
関
係
で
困
っ
た

と
き
は
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
事
務
局
職
員
相
談（
電
話
・
メ
ー

　ル
・
面
談
）

▽
日
時
　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
午
後
５
時
15
分

●
労
働
委
員
専
門
相
談（
面
談
）

▽
日
時
　
毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
後

　
２
時
30
分
～

※
12
月
は
第
２
金
曜
日
。
事
前
の
予

　
約
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
９
９
６

　roudoui@
pref.ehim

e.lg.jp

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時
　
７
月
７
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
道
路
や
河
川
堤
防
の
刈
草
を
希
望

者
に
提
供
し
ま
す
。
畑
の
敷
き
草
、

堆
肥
の
原
料
、
畜
産
用
の
飼
料
な
ど

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
提
供
期
間
　
７
月
～
８
年
１
月

　（
予
定
）

●
提
供
方
法
　
草
刈
り
を
し
た
場
所

　
の
仮
置
き
場
で
引
き
渡
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

▽
刈
草
の
運
搬
は
、
原
則
と
し
て
希

　
望
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
刈
草
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
提
供

　
し
ま
す
。

▽
提
供
は
先
着
順
で
、
な
く
な
り
次

　
第
終
了
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

大
洲
土
木
事
務
所
　
河
川
港
湾
課
／

道
路
課

☎
０
８
９
３
（
２
４
）５
１
２
１

　
自
然
災
害
な
ど
で
広
範
囲
が
停
電

し
た
際
の
情
報
は
、「
停
電
情
報
提

供
ダ
イ
ヤ
ル
」
か
、
四
国
電
力
送
配

電
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま

す
。
ま
た
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
に
登
録
す
る
と
、
指
定
し
た
地
域

で
停
電
が
発
生
・
復
旧
し
た
と
き
に

情
報
を
受
け
取
れ
ま
す
。
登
録
方
法

な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

○
停
電
情
報
提
供
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
（
４
５
９
）
２
７
２

【
問
い
合
わ
せ
】

四
国
電
力
送
配
電
㈱
大
洲
事
業
所

☎
０
１
２
０
（
４
１
０
）７
７
２

資
源
と
し
て
有
効
活
用

刈
草
を
無
償
提
供
し
ま
す

災
害
時
の
停
電
情
報
は

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

職
場
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
へ

無
料
の
労
働
相
談
を
実
施
中

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

停
電
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
▼

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
▼

くらしの情報

広報うちこ   2025. 6 28

　「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」

は
、
想
定
震
源
域
で
大
規
模
地
震
が

発
生
す
る
可
能
性
が
平
常
時
よ
り
高

ま
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に
、
気
象
庁

か
ら
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
て
も
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
が
必
ず
発
生
す
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
が
、
大
規
模
地
震
に

備
え
た
行
動
を
取
る
こ
と
で
被
害
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
具
の

固
定
や
避
難
場
所
・
経
路
な
ど
を
再

確
認
し
、
す
ぐ
に
避
難
で
き
る
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
危
機
管
理
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
０

　
町
内
の
皆
さ
ん
に
内
子
の
町
並
み

を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

　
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
者
や

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
の
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
が
安
心
し
て
老
後
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
老
齢
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
し
て
受
け
取
れ
る
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。
掛
け
金
は
全
額
、
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
る
な
ど
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
65
歳
未
満
で
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
る
人
な
ど
も
加
入
で
き
ま

す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

全
国
国
民
年
金
基
金
愛
媛
支
部

☎
０
１
２
０
（
６
５
）
４
１
９
２

　
熱
中
症
は
気
温
や
湿
度
の
他
、
体

調
不
良
や
過
剰
な
運
動
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
が
重
な
り
発
症
し
ま
す
。

予
防
の
た
め
に
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
、
暑
い
夏
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

《
こ
ん
な
時
は
特
に
注
意
》

▽
高
温
で
日
差
し
が
強
く
、風
が
弱
い

▽
長
時
間
の
作
業
や
運
動
を
す
る

▽
二
日
酔
い
や
寝
不
足
で
体
調
が
悪
い

《
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
》

▽
涼
し
い
服
装
を
心
が
け
る

▽
日
傘
や
帽
子
を
使
い
、
な
る
べ
く

　
日
陰
に
入
る

▽
水
分
を
定
期
的
に
取
る

▽
室
内
で
も
温
度
を
測
る

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

内
子
座
楽
屋
や
上
芳
我
邸
な
ど
を
中

心
に
ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
21
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

●
集
合
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費
　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
７
９
０

　
愛
媛
県
警
察
で
は「
前
見
て
！
　

運
転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
中
で

す
。
わ
き
見
運
転
は
横
断
歩
道
で
歩

行
者
を
見
落
と
し
た
り
、
止
ま
っ
た

前
方
の
車
に
気
付
く
の
が
遅
れ
た
り

し
て
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。「
前
を
見
て
運
転
に
集
中
す
る
」

と
い
う
基
本
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

大
洲
警
察
署
　
交
通
課

☎
０
８
９
３
（
２
５
）
１
１
１
１

「
前
見
て
！

　運
転
」の

当
た
り
前
が
事
故
を
防
ぐ

暑
い
夏
、正
し
い
知
識
で

熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

控
除
で
節
税
、老
後
に
安
心

「
国
民
年
金
基
金
」

知

ら

せ

お南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

「
今
、起
こ
る
か
も
」に
備
え
て

ガ
イ
ド
の
案
内
で

わ
が
ま
ち
を
歩
い
て
み
よ
う

プロジェクトのポスター

詳
細
が
分
か
る
動
画
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

こ
ち
ら
か
ら
資
料
請
求
が

で
き
ま
す
▼

落語まつり内子内子tt
ザザ

hehe

―全国の社会人落語家が大集結―

●日時　６月28日（土）
　　　　午後１時開演
●場所　内子自治センター
●入場料　前売500円、当日800円
【問い合わせ】
内子 the落語まつり実行委員会
☎０９０（１１６４）９２６８

六り
く
つ
や

ツ
家
青せ
い
り
ゅ
う柳

悠ゆ
う
ゆ
う
て
い

悠
亭
東と

う
す
け輔

資
源
と
し
て
有
効
活
用

刈
草
を
無
償
提
供
し
ま
す

災
害
時
の
停
電
情
報
は

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

職
場
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
へ

無
料
の
労
働
相
談
を
実
施
中
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